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〔背景・ねらい〕 

平成 21 年の金型の国内生産額は１兆２千億円、本県は全国２位（946 億円）である（図１）。

金型は用途、加工法を問わず使用環境が過酷化し、寿命向上が積年の課題である。本研究で

は、本県ものづくりを支える金型の長寿命化･高機能化を実現する高度コーティング技術の開

発を行った（図２）。 
 

〔成果の内容・特徴〕 

１．コーティング材料の多層化や金型素材の高強度化等を組み合わせた、金型に溶かした金

属を注入して高い寸法精度の鋳物を大量生産するダイカスト向けに高耐久性コーティン

グ技術を開発した（図３）。 
２．ダイカスト向けコーティングの実機テストを行い、生産効率向上、作業軽減等の利点を

確認した。削減したコストは１機あたり年 100 万円以上と試算されている。 
３．プラスチック金型向けに、従来のフッ素樹脂加工より、ものがくっつきにくい（非粘着

性）コーティングを開発した。 
４．非粘着性コーティングの実機テストを行い、従来の金型の２倍以上の寿命と生産品質の

向上を確認した。 
 
〔成果の活用・留意点〕 

１．共同研究企業において、本研究で開発したコーティング４種類（ダイカスト向け３種類

、非粘着性コーティング１種類）が商品化されている。（平成２４年１月末現在で総売上

げ金額２，３００万円） 

２．ダイカスト向け高耐久性コーティング技術は、共同研究企業以外のダイカストメーカの

実生産において、採用され、高い評価を得ている。 

３．非粘着性コーティングは、金型以外の、刃物や耐摩耗性の要求される部材などの用途へ

利用が拡大している。県内産業では、製紙・食品などへ展開している（図４、５）。 
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図１ 静岡県を支える金型 図２ 開発したコーティング技術 

図３ 溶解アルミで溶損試験を

行ったダイカストピン 

図４ 商品化された非粘着性コー

ティングのパンフレット 

図５ コーティングの応用例 


